
          

鳴
か
な
い
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
対
処
法 

         



梗
概 

 

某
所
で
句
会
が
開
か
れ
た
。 

 
お
題
は
「
鳴
か
ず
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
。 

 

参
加
者
で
あ
る
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
、

金
子
み
す
ゞ
の
四
人
は
、
お
題
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
俳
句
を
発
表
し
て
い
く
。 

           



人
物 

 

織
田
信
長 

豊
臣
秀
吉 

徳
川
家
康 

金
子
み
す
ゞ 
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○
原
っ
ぱ 

 
 

本
陣

が
設
営
さ
れ
て
い
る
。 

 

○
本
陣
の

中 

 
 

陣
幕

に
囲
ま
れ
た
空
間
に

卓
子
が
一

つ
。 

鎧
甲

を
身
に
つ
け
た

織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、

徳
川
家
康

、
そ
し
て

着
物

姿
の
金
子

み
す
ゞ
の

四
人

が
向
か
い

合
っ
て
座

っ
て
い
る
。 

画
面

に
以
下
の

テ
ロ
ッ
プ

が
表
示
さ
れ
る
。 

「
お

題 

鳴
か
ず
の

ホ
ト
ト
ギ
ス
」 

織
田
、
三
人
の

顔
を
見
回

し
、 

織
田
「
皆

の
も
の
、

書
き
終
え
た
な
」 

 
 

三
人
、
頷

く
。 

織
田
「
で
は
早
速
発
表
と
参
る

が
、
順
番

は
い
か
が

し
よ
う
」 

豊
臣
「
家
康
殿
。
い
か
が
し
ま
し
ょ
う
か
」 

徳
川
「
（
に
こ
に
こ
と
）
信
長
殿
、
秀
吉
殿
、
拙
者
、

女
、
の
順
で
よ
ろ
し
い
か
と
」 

織
田
「
う
む
」 

織
田
、
手
元
を

見
下
ろ
し

、 
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織
田
「
お
や
？ 

我

の
短
冊
が
な
い

」 

豊
臣
「
私

が
持
っ
て
お
り
ま
す

」 

豊
臣
、
懐
か
ら

短
冊
を
出

す
。 

豊
臣
「
信
長
様
。
暖

め
て
お
き
ま
し
た
」 

織
田
「
（
に
や
り
）

猿
め
。
い
つ
の
間

に
」 

織
田
、
短
冊
を

受
け
取
り

、
立
つ
。 

織
田
「
（
堂
々

た
る
声

で
詠
む
）
鳴
か
ぬ
な

ら
殺
し
て

し
ま
え
ホ
ト
ト
ギ
ス

」 

 
 

金
子
、
露
骨
に

顔
を
し
か
め
る
。 

豊
臣
「
う
ま
い
！
」 

 
 

豊
臣
、
拍
手
す
る
。 

豊
臣
「
さ
す
が

信
長
様
。

信
長
様
の
合
理
的

な
お
考

え
を
よ
く

表
わ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
な
あ

家
康
殿
」 

徳
川
「
（
に
こ
り
と
）
同
感
に
ご
ざ
り
ま
す

」 

 
 

織
田
、
誇

ら
し
げ
に

座
る
。 

豊
臣
「
次

は
私
の
番

で
す
な
」 

 
 

豊
臣
、
短
冊
を

手
に
し
て

立
つ
。 

豊
臣
「
鳴
か
ぬ
な
ら

鳴
か
せ
て
み
よ
う

ホ
ト
ト
ギ
ス
」 

 
 

金
子
、
無
表
情
。 

織
田
「
（
呆
れ
る
）
い
か
に
も

猿

ら
し
い
句

だ
な
」 
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徳
川

、
笑
顔
で

頷
く
。 

 
 

豊
臣

、
座
る
。 

豊
臣
「
さ
。
家
康
殿

の
番
で
す
ぞ
」 

 

徳
川
、

短
冊
を
手
に
し
て
立
つ
。 

徳
川
「
鳴
か
ぬ
な
ら

鳴
く
ま
で
待

と
う

ホ
ト
ト
ギ
ス
」 

 
 

金
子
、
無
表
情
。 

豊
臣
「
う
ま
い
！
」 

 
 

豊
臣
、
拍
手
す
る
。 

豊
臣
「
い
や
あ
。
家
康
殿

の
辛
抱
強

さ
が

表
れ
て
い

る
見
事
な
句
で
す
な

」 

徳
川
「
（
満
更

で
は
な
い
）
」 

 
 

徳
川
、
座

る
。 

織
田
「
女
、
読

め
」 

 
 

金
子
、
短
冊
を

手
に
し
て

立
つ
。 

金
子
「
鳴
か
ぬ
け
ど
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」 

 
 

織
田
、
豊
臣
、

徳
川
、
絶
句
す
る
。 

織
田
「
（
声
を
震
わ
せ
）…

女
、

な
ん

と
申

し
た
？
」 

豊
臣
「
も
、
も
う
一
度
読
ん
で

差
し
上
げ
ろ

」 

金
子
「
鳴
か
ぬ
け
ど
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」 

織
田
「
認

め
ん
！
」 
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織
田
、
金
子
に

詰
め
寄
る

。 

織
田
「
ち
が
っ
て
い
い
は
ず
が
な
い
！
」 

豊
臣
「
そ

、
そ
う
じ
ゃ
。
第
一

ホ
ト
ト
ギ
ス

の
季
語

を
使
っ
て

な
い
で
は
な
い
か
！

」 

 
 

織
田
、
刀

を
抜

き
、 

織
田
「
斬

る
！
」 

 
 

豊
臣
、
慌
て
て

織
田
を
と
め
る
。 

そ
の

傍
ら
で
、

家
康
、
金
子
の
短
冊

を
見
て
青

ざ
め
て
い
る
。 

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
こ
の
時
、
金
子
の
才
能

に
恐
れ
を

な
し
た
家
康
は
脱
糞

し
て
い
た
」 

 

○
家
康
の

肖
像
画 

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

「
そ
の
後
、
戒

め
の
た
め
に

書
か
せ

た
の
が
こ
の
「
し
か
み
像
」
で
あ
る
こ
と
は

周
知

の
通
り
で
あ
る

」 

 

（
お
わ
り
） 


